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地域企業 (製造業)の存立構造と将来展望
Considerations and Prospects on the Subsistence Structure 

































































表1 上田市の産業別就業人口 (15歳以上) (昭和60年 10月1日現在)
区 分










第 三 次 産 業
電気･ガス･熱供給･水道業
運 輸 ･ 通 信 業
卸売 ･小売業ー飲食店
金 融 ･ 保 険 料
不 動 産 業
●サ ー ビ ス 業
公 務
分 析 不 能 の 産 業
人 人 人 人









ll,813 8,095 6.725 5,645 21.5
ll.684 7,975 6.587 5,530 21.3
88 86 100 85 0.1
????? ???????? ??
?
41 34 38 30 0.1 0.1
20,770 20.552 23,029 25,484 38,0 39.3
28 21 24 33 0.1 0.1
2,850 3,529 4,135 4.469 5.2 6.7
17,892 17.002 18,870 20,982 32.7 32.5
22,207 23,626 26.338 27,874 40.5 45.2
282 282 336 325 0.5 0.5
2,491 2,376 2,379 2,262 4.5 4.5
9,774 10,981 12,075 12,293 17.8 21.0
830 98 1,150 1,407 1.5 1.9
119 188 215 256 0.2 0.4
7.490 7,484 8,881 9,975 13.7 14.3
1.201 1.232 1,291 1.288 2.2 2,4
























らべると､電機 29.4%､輸送機械 (輸送) 16.6









































市 君G 別 事 業 所 数 従 尭 音 数 現金給与 原 材 料 左に含まれている 宅l付加
鑑塀蛭首鼠段別 鑑顎 常用労齢蕃 抵 額 ttB.)u 加工斉修理杓法人個人 10-19 児 玉頁使用宙等 出荷五霞 収入‡頁収入15 内E消費税 額 価値額
上田市Ag丑
12食 料 ,223 2.530.441 一. 733 一.314 292
13飲 料 481 3,573 93081127627005
14 位 鑑 5a 297,331 lー 142 374
15 衣 Ea 767 8 628 18 865 127






















































































































































200498 530870 I.062.03) 966.105 56,416 39.509 10 531150
14.803 53.846 77064 75534 1530 - - 23.21A































































く長 野 県 〉
料扱 経 横 桟 電位 輸送 精密その他
I.1 3.1
21.0 13.4 25_0 20.1
29 26
I5 4_7
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菜種 事 業 所 名 主 要 製 品 名 区分
機 械 アート金属工業㈱上田工場 ピストン 2
上 田 日 太 無 線 ㈱ 無線通信俵ー超音波診断装置 2
㈱ オ ル ガ ソ 針 ミシン針,メリヤス針 2
鐘 通 工 業 ㈱ マグネ,ト工具 4
山洋電槙㈱上田事業所 精密モーター ー配電盤制和語 2
シナ/ケソシ㈱上田工場 チ-プチ,辛_通信器製造 1
金 属 ㈱ 城 南 製 作 所 自動車部品 4
(広義)多摩電横I業㈱上田工場 抵抗器 3
東京特殊電線㈱上田工場 各種電線_OA操器 2
㈱ 長 野 計 器 製 作 所 圧力計､温度計 2
日 信 工 業 ㈱ 自動車用プレ-キ､ビストソ 4
㈱ 宮 野 鉄 工 場 自動旋盤 2
放 維 笠 原工 業㈱上 田工場 製糸ナイロソ 1カネボウ絹糸京美人㈱ 絹紡糸､ナイロソ 4
食 料 エスビー食品㈱上田工場 香辛料 3
信 州 - ム ㈱ 4
明信 乳業㈱上 田工場 扮字L J{タ- 3

























































市 町 村 両 石kra 人 口(59.10.1)就業人口(59.10.1)農業(58)粗生産節 工 業 (58) 商 業 (57)事業者数 従業員数 出荷額 商店数 従業員数 販売額
上 田 市 176.48 114,644 56,092 10,060 1.065 19,654 301.412 3.263 13.794 349,731
小 諸 市 94.01 43.430 21.674 8,759 342 5,629 80.689 1.163 4.278 79,895
佐 久 市 193.15 59.256 29,758 8.611 467 8,983 22B.006 I.734 5.718 215,331
白 El町 83.41 16,336 8,136 2,493 97 1.894 17,362 326 1,017 14,527
軽井沢町 155.69 14,943 7,392 1.554 39 226 2.479 492 1.603 23,393
御代田町 61.54 10.833 5,260 3,732 44 2,790 40.183 204 561 8.781
北御牧村 25.95 5,353 3,178 2.574 29 471 3,265 48 141 1,994
丸 子 町 105.62 26.09 13.375 2.468 301 5.386 74.330 540 1,670 22,211
東 部 町 89.98 22,132 ll,589 5.038 200 3,423 88,164 483 1.555 26,543
坂 城 町 53.20 16.794 8,880 2,673 321 5,951 112.292 279 888 ll,567
田域計A 1,039.03 329.959 165,334 47,962 2.905 54,407 928,183 8.532 31.225 753,974
長 野 市 404.08 333.523 162.645 23,442 1.790 30.820 490.583 8,512 40.413 1,379.802



















































































































































































･＼ 10.-29人 30.-49人 50′.-99人 too′.-299^ 300人以 上 計
上 臼市 174 37 27 20 12 270
小 諸 市 10 12 7 2 31
佐 久 市 25 20 ll 3 59
丸 子 町 18 7 6 3 34
東 部 町 18 9 6 1 34
御代E町 1 3 1 3 8
軽井沢町 0
坂 城 町 14 10 5 6 35
白 田町 18 6 1 25

















区 分 現 萩 の 内 容 ㍗
安 東 金 500IL- 1000- 3000-
500万円未 済 1.000万円未満 3.000万円未満 5.000万円未満 5.抑 万一1万円未満 l尼円以 上
l企業監 25(】4ー0多) 29(16.3%) 52(29,芳) 27(15.2%) 28(ll,2%) 25(14_0芳) 178(ー005G)
従業 員鼓 10-2g^ 30-49人 50-99^ 100.-299人 300-999人 100人以 上
r企業数 45(25.3%) 33(18_5%)l 41I(23,0芳) 35(19.7m 17(9,63:) 7(3_9%) 178(loos)



























菜 種 食 料 JI 木工.木材 鉄鋼.非鉄 金 属 -般故紙
企業 数 13(7.%) ∫(3.9%) 7(3.9%) 7(3,9%) 12(6.7%) 15(8.4男)
菜 種 電文鎖鞍 輪送壊鞍 措否決残 ブラスチタク加 工 そ の 他 汁







い∵ - 昭和19 昭和20 昭和30 昭和40 昭和50 昭和60 汁年以前 年 代 年 代 年 代 年 代 年 代
創 共 著 5 12 22 29 14 0 82(46.1芳)
創業者と血椋粥係にある後徒者 23 15 10 6 I 0 55(30.9%)
創 業 者 の共同昆官署 0 3 1 1 1 0 6(3.4%)
創業者と血長的係が ない 6 6 4 4 2 1 23(12.9%)

























































蕊-竿 10-:9人 30-49人 50-99^ 1(X)-299人 300-9}9人 1000^以 上 汁
也社lこ比較して特すく~れいち点封品佃格や工liが安い Jl 1 .1 I 1 0 8(-LS芳)
魁品の品fi.桁度が高い .23 12 19 ll 7 7 79(41r4多)
日の魁iL.,>いる 8 3 2 15 7 0 45(25.3%)
納朋の正確さ,伝い納朋 lO 9 6 3 0 0 28(15.7%)
iriu開発力がある 0 1 1 1 1 0 4(2.2m
生し托力ある 0 4 3 0 4_5ガ
その他 0 3 1 1 1 0 6(3.4%)
也礼に比較してJ;いち点 魁晶価格JP_Ⅰ攻が高い 7 6 ll 4 7 l 36(20,2ヌ)
品の品･拐庇恋い 1 l 1 0 1 0 4(2,2弟)
独EIの出品をもっていない 24 12 18 14 0 0 68(3B_2楚)
納期の不正三播き_長い納期 0 2 I 3 0 0 6(3.JI%)
























































ハ∵ 10-29人 30--49人 50-99人100-299人 300-999人 lOW 人以 上 三一
従業Aの軌捷度やHb'.高い 9 3 lO 5 0 I 28(15.7%)
バーT..市約着IEどの珪金の安い従業Ei 0 0 0 0 0 0 0(a.03)
封品の開先を行う仕的I) I 3 6 13 9 2 37(20.8ヌ)
放牧の尋入 10 7 5 5 4 3 34(19.1%)
工程管理.作業コスト1ウ1/ 5 3 5 5 2 0 20(ILS)









































業 種 食料品 龍 雄 木工 . 鉄 鋼. 金 属 一 般 電 気 輸 送 精 密 プラスチ その他 計内 容 木 材 非 鉄 横 桟 扶 接 汝 棟 攻 枕 ツク加工
製品が多種小量とな り工程管理がうまくいかない 5 2 1 0 0 2 3 2 0 1 5 21(12.5%)
仕事の畳がだんだん接少してきている ~ 0 3 2 4 5 5 5 2 5 2 8 41(24.ヲ7.)
製造工程の自動化 .畿械化についていけない 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 3(1.8プ芸)
円高などにより製品価格の引き下げ要求が鼓 しい 0 1 0 2 3 4 26 9 ll 8 2 l66(39.370)
土地 .交通などの立地条件が悪い 2 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 5(3.07.)
従業員の高齢化などによる質的低下 4 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 7(4.2%)
取引先からの晶質の精度要求などが厳 しい 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3(1.870)
独自の製品をもっていないので儲けが少ない 1 1 0 0 0 2 2 1 0 0 0 7(4.2%)
納期が短か くな り厳 しくなってきた 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 4(2.47.)
取引先からの受注が不安定 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 3 7(4.2乙)
経営に役立つ情報が不足している 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 lL(0.67.)
資金調達力が弱い 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1(0.6%)





































































































































































































IlttJ10-23人 30-49人 50-99^ loo-299人 300-999人 1000人以 上 汁
コス トの低さ如iなかった 10 3 3 2 I 1 20(ll.8%)

































































.∴…10-29人 30--49人 50-99人 100-299人 300一999人 1000人以 上 汁
行 わ fJ: I.. ll 5 Jl 2 1 1 21(14.0茅)
行 っ た 27 25 37 29 16 6 l∠=)(81.9%)
















































表 14 中長期的将来における存立基盤への不安の有無 (従業員､創業年別)
不安の有無 従 業 員 規 模 別 創 業 年 別 計10-29人30-49^ 50-99人loo- 300- 1000人 昭和19 昭和20 昭和30 昭和40昭 和 ∽299人 999人 以 上 年以前 年 代 年 代 年 代 年代以後
全く不安を感じていない 1 3 2 4 3 3 3 3 2 7 1 16(9.4%)
時々不安を感じることがある 17 19 27 18 9 2 15 19 23 23 12 92(53.8%)
不安に感じている 23 9 8 10 3 2 12 12 14 7 10 55(㍊_2%)
わからない 0 1 4 1 2 0 3 1 1 3 0 8(4ー7ヲg)
表15 中長期的将来における存立基盤への不安の有無 (業種割)
菜種 食料品 殺 推 木工 . 鉄 鋼. 金 属 一 般 電 気 輸 送 精 密 プラスチ その他不安の有無 木 材 非 鉄 横 桟 板 械 槙 枕 機 械 ツク加工
全く不安を感じていな い 2 0 1 .0 1 0 6 1 3 0 2
時々不安を感じることがある 9 3 0 3 -6 ll 16 13 7 8 16
不安に感じている 2 4 3 3 3 3 18 4 6 3 6










































































0 20 40 60 80 100
_表16 存立基盤に不安を感じる理由(従業員規模別)
,㍗ l0-29^ 30-49^ 50-tJ9^ 100-2LJ9人300-999人 1000人= 汁
なくfEつていく 24 1.1 12 ll 2 0 63(Ll2_9%)
ら 3 5 4 7 0 1 20(13_6ヌ)
きILいから Ll 4 9 7 Jl 1 29(l9.7茅)
でIL:いから 1 3 6 2 2 0 14(9.5%)
放下から 5 2 3 0 2 0 12(Br2%)
今の⊥恋いカ地条件がら 0 0 0 0 0 0 0(0.0%)


































































































































従業員数内容 10-29人 30-49人 50-99人 100-299^ 300-999人 1000人以上 汁
現在でも自主技術開発型企業だ と思っている 5 5 16 14 ll 5 56(32.4d'p)
現在は違 うが将来は開発型企業になると思う 10 ll 16 12 6 2 57(32_9%)
将来とも開発企業になるのは無理だと思う 13 12 5 4 0 0 34(19.7%)
iつからない 13 4 3 5 0 0 25(14.5%)
表18 自主技術開発型企業の可能性 (業種割)
業種 食料品 扱 経 木工. 鉄鋼. 金 属 一 般 電 気 輸 送 精 密 ブラスチ その他内容 木 材 非 鉄 較 械 機 械 横 桟 槙 械 ツク加工
現在でも自主技術開発型企業だと思っている 9 1 0 2 1 5 17 3 7 2 9
現在は違 うが将来は開発型企業になると思う 1 2 1 2 5 3 15 8 7 3 10
将来とも開発型企業になるのは無理だと思 う 0 1 3 2 3 4 9 4 2 6 0















































自社の優れ{二点 製品価格や 製品の晶質 .独自の製品を 納期の正確さ 市場開拓力 組総力がある そ の 他
自主技術開発型 工賃が安い 精度が良い もっている 短い納期 がある
現在でも自主技術開発型企業だと思っている 0 21 27 2 1 3 2
現在は違うが将来は開発型企業になると思 4 26 10 ll 2 2 2
将来とも開発型企業になるのは無理だ 思う 2 20 2 I 1 0 2
わからない 2 10 4 I 0 2 0
表20 自主技術開発企業と過去5年間の技術開発の力点との関係
技術開発の力点 技術開発焚七大 研究 .技術者 新たな研究鼠 そ の 他
自主技術開発型 眼に増やした を増やした 両方を増やした鼓を設置した の余地がTIい
現在でも自主技術開発型企業だと思っている ll 17 17 4 4 1 2
現在は違うが将来は開発型企菜になると思 5 15 ll 5 8 5 5
将来とも開発型企業になるのは無理だ 思う 1 7 0 1 14 8 1




















































































うo Lかし､中央 (東京)とは異なり､商業 ･サ
ービス業 ･金融業等の力量が不足しており､それ
らが一人歩きできない地方経済にあってほ､実物










































造｣であろう｡ ｢品質 ･精度はあた りまえ｣､｢納
期の短期化と厳守もあたりまえ｣といわれる今日
の状況にあっては､それだけを売 り物にしている
企業には､残 された手段は ｢コス ト引き下げ｣ し
か道はな くな ってい き､ 円高等の進行にあって
は限 りない コストダウンが求められ､付加価値生




















































賢 太 金 i.500万円末Fhftj. 2_500-J.000万円末湘3.1.000-3,000万r1】未満4,3.000-5.000万円末跳
5.5,000万一ト ltaTl1 6.1位r】以上
従業員数 1.10-29人 2.30-49人 3.50-99人4.100-299人 5.300-999人 6.1.000-
年riT]売上高 1.5.000万円未満 2.5,000万rFLltfaFl]未満3 1-3位円未満 4,3-10倍円未HJS.
5.10-r'OtTiF11末粥 6.50t馴1ト
創 業 年 1.昭和19年uifJ- 2.n(和一20'L二代3.昭和30JF-代 4.昭和401r-代 5,TlJ利50年代
菜 抑 1.食料tTFJ 2.紙緋 3.木1二 LI,鉄鋼.非鉄5,金A.ji Gー--舶糊代 7.TLZ'j式機械8_輸送機械 9.fI.碓機械
10.その他( )
































































































1.ある 2.なし､ 3. どちらともいえない
㊦ 納期の正確化･短期化はありましたか
1.ある 2.ない 3.どちらともいえない
眉)販売組織などの強化はありましたか
1.ある 2.ない 3.どちらともいえない
4.下請けなのでそのような組殿がもともとなし､
問4.過去5年間で技術開発にどのような力を入れま
したか (第2順位まで)
1.技術開発費を大幅に増やした
2.研究･技術者を増やした
3.研究開発費･技術者の両方を増やした
4,新たな研究組織を設置した
5. とくに力を入れたことはなかった
6.下請けなのでそのような余地がない
7.その他 ( )
間5.過去5年間でどのようなコス ト(売上原価)低
減がありましたか
1. コストの低減はなかった
2. コストの低減があった
3. どちらともいえない
問511 前間で2を選んだ企業へ
コスト低減の理由は何ですか (第2順位
まで)
1.人件費などの労務コストの圧縮
2.原材料費 (直接材料ー部品など)の圧縮
3.自動化･践械化などによる製造経費の圧
縮
4.一般管理コスト (総務などの事務費用)
の圧縮
5.営業などの販売管理コストの圧縮
6,その他 ( )
間6.過去5年間で製造工程の自動化 ･機械化を行い
ましたか
1.行わない
2.行った
3. もともと自動化など必要ない
4.その他 (
間6-1 前間で2を選んだ企業へ
自動榛などを導入した理由はなんですか
(第2順位まで)
1.人手不足のため導入した
2.製品の品質･精度を上げるため
3.製品コストの低減を図るため
4.従業員の危険を軽減するため
5.注文が多くなってきたため
6.特殊加工が必要となったため
7.その他 (
Ⅳ 貴社の将来展望について
間1.中長期 (5-lo亭)的将来について､貴社の存
立基盤に不安を感じますか､感じませんか く一つ
のみ)
1.全く不安を感じていない
2.時 不々安を感じることがある
3.不安に感じている
4.まっからない
5.その他 (
間1-2 前間で2と3を選んだ企業へ
不安を惑ずる最大の理由は何ですか (罪
2順位まで)
i.今の仕事量が少なくなっていくと思うから
2.製品開発競争に追いつけないから
3.円高などの匡際化の波に対応できないから
4.製品コストの引き下げ競争に勝てないから
5.従業員の高齢化など人的な質の低下から
6. 今の立地条件が悪いから
7.資金調達力が弱いから
8.その他 ( )
間2.貴社が生き残LJ発展するための企業戦略とLて
重視すべきものは何ですか (第3順位まで)
1.技術開発に力を入れることによる高付加価値
製品の創造
2.製造=程の自動化などによる製品コストの引
き下げ
3. もっと利益のあがりそうな分野-進出する
4. 日太国内でもっと立地条件のよい所に移転する
5. 日太国内で限界があるので生産拠点を海外に
移す
6. パートなどの賃金の安い労働力によってコス
トを引き下げる
7.販売組織･市場開発践能を強化する
8.製品の品質･精度を一層高める
9.資金調達力の強化
10.取引先 (受注先)の分散や集中
11.その他 ( )
間3.浅間テクノポリス構想では､自主技術開発型 (
自社で新製品を開発したり設計したものを主体的
に生産する)企業の育成を目指していますo貴社
は､将来そのような企業に脱皮できると思います
か (1つのみ)
1.現在でも自主技術開発型企業だと思っている
2.現在は違うが将来は開発型企業になると思う
3.将来とも開発型企業となるには無理だと思う
4.iっからない
5.その他 (
間3-1 前間で3を選んだ企業へ
なぜ無理だと思いますか(第2順位まで)
1.そのような技術力や技術者がいないから
2.技術開発は行いたいが資金がない
3.下請けのためそのような考えはもともと
ない
4.そのような技術を開発する余地がない
5.技術開発は可能であるがコスト面で合わ
ない
6.その他 ( )
間4. これからの企業経営には激動する経済社会に摸
動的に対処する先見性が強く要求されますOこの
ような経営の活性化に最も必要なことは何だと思
いますか (1つのみ)
1.経営者相互の情報交換や意見交換
2.経営活性化のための各種セミナーの開催
3.技術情塩などの収集
4.海外や国内視察による経営者の研錯
5.経営に関する日頃からの研究
6. ‡っからない
7.その他 ( )
間5.地域企業が21せ掛こ生き抜LJ発展するために､
何か共同して行う事業があると思いますか (1つ
のみ)
1.思う
2.思わない
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3.わからない
間5-1 前間で1を選んだ企業へ
どのような事業がありますか (1つのみ)
1.情報交換ー経営ノウ-ウの交換を行う異
業種交流研究会等の研究会をもつ
2.研究開発を促進するため資金を出しあいー
研究校関 ･技術交流七ソクー等を設立する
3.県工業試験場ー大学等と統一研究テーマ
を設定して研究及び技術開発を行う
4.共同受注ー技術交流や新市場開拓を行う
ための組枯化をはかる
5.海外に共同で情報のアソテナショップを
設ける
6.海外に共同で生産拠点を設ける
7.工場団地 ･共同工場等を建設する
???
?
ご協力どうもありがとうございました｡
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